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論文内容要旨
目的
 胸・腰椎破裂骨折の分類においてはDellisのそれが今なお一般的である。しかし,各損傷型
 の定義が不完全であり,臨床の現場で分類に迷う症例が稀ならず存在する。本研究では,破裂骨
 折の損傷形態,特に脊柱管内に突出する骨片の特徴を知ること,その結果に基づきDenis分類
 を改変し,分類のポイントを明らかにすること,さらに改変Denis分類により分類された損傷
 型と年齢,麻痺重症度との関係を調査し,破裂骨折の発生機序をさらに明らかにすることを目的
 とした。
方法
 東北大学整形外科と関連病院の併せて47施設では,1988年以降脊椎の全手術を登録してきた。
 2002年までの15年間の全手術26,198件中,胸・腰椎損傷の全手術件数は577件であった。取り
 寄せた診療録,レントゲン写真類からDenisの基準に基づいて選択した破裂骨折のうち,後方
 要素の水平離開や脱臼を伴わない68例(男性53例,女i生15例)70骨折(2椎発生2例であった)
 を対象とした。受傷時年齢は17～79歳(平均44歳)であった。破裂骨折の高位はT12:11骨折,
 Ll:33骨折,L2:13骨折,L3:6骨折,L4:5骨折,L5:2骨折であった。
 脊柱管内に突出する骨片を椎体の頭側と尾側にわけて観察した。骨片の部位と形態に基づき
 Denisの分類を改変し,全症例を分類した。その上で,損傷型と年齢,麻痺重症度との関係を検
 討した。麻痺重症度はFrahke1分類を用いて評価した。
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結果
 頭側骨片のあるものの全骨折で,骨片は矢状面内で椎体後上縁を中心に回転し,骨片下端が脊
 柱管内へ最も突出していた。同様に尾側骨片は全骨折で椎体後下縁を中心に回転し,骨片上端が
 脊柱管内へ最も突出していた。尾側骨片には,椎体尾側部に縦裂骨折のないものと椎体尾側部の
 縦裂骨折に伴うものがあり,後者は常に頭側骨片を伴っていた。椎体の縦裂骨折に伴う尾側骨片
 は,斜走する縦裂骨折線の後側方に位置する第2骨片と,縦裂骨折が椎体後半部でY字型に分
 かれて形成される第3骨片に分けられた。
 回転しながら脊柱管内に突出する骨片(回転骨片と略す)の部位と椎体尾側の縦裂骨折の有無
 に基づいてDenis分類を改変した,回転骨片が椎体の頭,尾側にあるもの(椎体尾側部に縦裂
 骨折なし)をA型,頭側のみにあるものをB型,尾側のみにあるものをC型とした。B型を椎
 体尾側部に縦裂骨折を伴うもの(B一型)と伴わないもの(B型)に細分類できた。回転骨片が
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 椎体の頭,尾側にあり,尾側骨片が椎体の縦裂骨折に伴うものはA型とB型両者の特徴を併せ
 持つ。したがって,AB型とした。さらに尾側骨片が第2骨片であるものをAB'第2骨片型,第
 3骨片であるものをAB一第3骨片型と細分類した。
 A型:10骨折あった。年齢は56±ll歳(平均±標準偏差,以下同様)で,麻痺はFrallkel
 A:1骨折,C:4骨折,D:4骨折,E:1骨折であった。
 R型:33骨折あった。年齢は39±16歳で,麻痺はFral/kelA:1骨折,B:1骨折,C:4骨折,
 D:!9骨折,E:8骨折であった。
 B型:10骨折あった。年齢は53±16歳で,麻痺はFral/kelC:1骨折,D:5骨折,E:4骨折で
 あった。
 C型:2骨折あった。年齢は24歳と40歳で,麻痺はFrankelC:1骨折,不明:1骨折であった。
 AB'第2骨片型:10骨折あった。年齢は47±8歳で,麻痺はFrankelC:2骨折,D:6骨折,E:
 2骨折であった。
 AB-第3骨片型:5骨折あった。年齢は32±9歳で,麻痺はFrankelC:1骨折,D:3骨折,E:!
 骨折であった。
 年齢はA型とB一型がほぼ同等で,B一型より有意に高かった。AB第2骨片型とA型,R型
 に有意な年齢差はなかったが,AB一第2骨片型ではA型より低くBI型より高い傾向にあった。
 AB第3骨片型の年齢はA型より有意に低く,B一型間とほぼ同等であった。
 麻痺はA型で,B一型より有意に重かった。AB一第2骨片型,AB下第3骨片型とA型,B“型と
 の間に麻痺重症度の有意差はなかった。
結論
 胸・腰椎破裂骨折における脊柱管内への骨片突出の本態は,矢状面内での骨片の回転であり,
 その回転は椎体後上縁あるいは後下縁を,付着する後縦靭帯と椎間板後方線維輪が保持すること
 で生じると考えられた。
 回転骨片の部位と椎体尾側の縦裂骨折の有無に基づいてDenis分類を改変した。その結果,
 各損傷型の年齢や麻痺重症度の違いが捉えられた。すなわち,年齢は椎体尾側の縦裂骨折がある
 もの(R型)でないもの(A型,B型)より低く,麻痺は椎体尾側の縦裂骨折のないもののう
 ち回転骨片が頭側のみにあるもの(B一型)より頭、尾側両方にあるもの(A型)で重かった。
 椎体尾側部の斜走する縦裂骨折線後側方の骨片が突出しているAB“第2骨片型はA型,BT型
 の中間型であり,縦裂骨折が椎体後半部でY字型に分かれて骨片が形成されているAB一第3骨
 片型はBト型に極めて近い損傷型であることが推測された。
 一439一
 審査結果の要旨
 Denisが報告した胸・腰椎破裂骨折の分類は広く用いられているが,各損傷型の定義が曖昧で
 あり,実際の症例で分類に迷うことが少なくない。本研究は,損傷形態,特に脊柱管内に突出す
 る骨片の特徴に基づいてDenis分類を改変し,さらに改変Denis分類の損傷型と年齢,麻痺重
 症度との関係を調査し,破裂骨折の発生機序解明を進めることを目的としたものである。
 対象は東北大学整形外科と関連病院の47施設で行っている脊椎手術登録で1988年～2002年
 (15年間)に登録された胸・腰椎損傷手術577例のうち,取り寄せた診療録,X線写真類から
 Dellisの基準に基づいて選択した破裂骨折であって,後方要素の水平離開や脱臼を伴わない68
 例70骨折であった。
 脊柱管内へ突出する回転骨片が,A型:椎体の頭,尾側にある(椎体尾側部に縦裂骨折なし),
 B型:頭側のみにある,C型:尾側のみの3型に分類でき,B型を,椎体尾側部に縦裂骨折をR
 型:伴う,B型:伴わないの2型に細分類できた。回転骨片が椎体の頭,尾側にあって,尾側骨
 片が椎体の縦裂骨折に伴うものがあり,A型とB一型両者の特徴を併せ持つことからAB⊥型,さ
 らに尾側骨片が第2骨片であるものをAB一第2骨片型,第3骨片であるものをAB一第3骨片型と
 細分類できた。
 A型:10,B一型:33,B■型:10,C型:2,AB一第2骨片型:10,AB'第3骨片型:5骨折であっ
 た。年齢は椎体尾側に縦裂骨折のあるB一型が,ないA型及びB型より低く,麻痺は椎体尾側の
 縦裂骨折のないもののうち回転骨片が頭,尾側両方にあるA型が頭側のみにあるB一型より重度
 であった。
 本研究により,①脊柱管内への骨片突出は矢状面内で椎体後上縁あるいは後下縁の骨片が,
 それに付着する後縦靭帯と椎間板後方線維輪に保持されて回転し生じることが明らかになった。
 ②回転骨片の部位と椎体尾側の縦裂骨折の有無に基づいてDenis分類を改変でき,その結果,
 各損傷型の年齢や麻痺重症度の違いが捉えられた。③椎体尾側部の斜走する縦裂骨折線後側方
 の骨片が突出しているABT第2骨片型はA型とB「型の中間型であって,縦裂骨折が椎体後半部
 でY字型に分かれて骨片が形成されているABi第3骨片型はB『型に極めて近い損傷型であるこ
 とが推測された。
 以上のごとく,本論文は大きな数の症例を,しかも新しいbiomechanicsの視点から詳細に分
 析し,その結果,Denis分類の信頼性の高い改変を提唱し,併せて破裂骨折の発生機序解明を一
 歩進める新事実を突き止めた。よって博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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